
仕
事
の

【運輸部】No.6

安全な車社会のために
（街頭検査について）

　
み
な
さ
ん
は
、車
で
道
路
を
走
って
い
て
、

ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
カ
ー
が
点
灯

（
点
滅
）
し
な
い
車
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
道
路
は
自
分
の
車
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
車
両
（
乗
用
車
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、

オ
ー
ト
バ
イ
等
）
が
走
行
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
が
、
道
路
を
安
全
に
走
行
し
、

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ブ
レ
ー
キ

ラ
ン
プ
や
ウ
イ
ン
カ
ー
等
の
装
置
が
し
っ
か

り
と
作
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
陸
運
事
務
所
で
は
、
警
察
や
自
動
車
技

術
総
合
機
構
、
自
動
車
整
備
振
興
会
等

と
協
力
し
て
、
離
島
を
含
む
県
内
各
所
で

実
際
に
道
路
を
走
行
し
て
い
る
車
両
を
検

査
す
る
「
街
頭
検
査
」
を
行
って
い
ま
す
。

　
車
両
検
査
の
結
果
、
保
安
基
準
に
適
合

し
な
い
（
お
そ
れ
の
あ
る
）
車
両
に
つ
い
て

は
、
整
備
命
令
を
発
令
し
、
改
善
を
促
す

ほ
か
、
使
用
者
に
対
し
て
点
検
整
備
の
重

要
性
を
周
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
を
運
行
す
る
車
両
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
情
報
を
読
み
取
り
、
こ
れ

を
車
検
証
情
報
と
照
合
し
、
車
検
切
れ
運

行
車
両
を
確
認
す
る
「
ナ
ン
バ
ー
自
動
読

取
装
置
」
を
導
入
し
た
街
頭
検
査
も
定

期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
確
認
さ
れ
た
車

検
切
れ
運
行
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
警
告
書
を
交
付
し
、
直
接
指
導
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
街
頭
検
査
は
、
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
こ
と
も
目
的
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
、
安
全
な
車
社
会
の
実
現
に
向

け
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
陸
運
事
務
所
　
整
備
部
門
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街頭検査における車検切れ車両の取締りの流れ（イメージ）

実 施 回 数：33回
検 査 台 数：1,845台
車検切れ警告車両数：30台

2019年度　街頭検査実施状況
（令和元年12月末時点）

仕
事
の

【農林水産部】No.7

農林高等学校等における
就農・就業に向けた講演会を

開催しました
　
農
林
高
等
学
校
、
農
業
大
学
校
な
ど
に
お

い
て
、
非
農
家
出
身
の
生
徒
（
学
生
）
が
増

加
す
る
中
、
卒
業
後
の
就
農
・
就
業
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
農
業
を
魅
力
と
や
り
が
い
の

あ
る
産
業
と
し
て
認
識
し
、
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産

部
経
営
課
で
は
、
農
林
高
等
学
校
、
農
業
大

学
校
な
ど
に
お
い
て
、
実
際
に
県
内
で
6
次
産

業
化
、※

G
A
P
、
農
業
女
子
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
農
業

者
や
事
業
者
の
取
組
を
知
る
こ
と
で
、
生
徒

（
学
生
）
の
農
業
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
将

来
の
就
農
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※

G
A
P
（G

ood A
gricultural Practice

）

と
は
、
農
業
に
お
い
て
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、

労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め

の
生
産
工
程
管
理
の
取
組
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
9

月
27
日
に
沖
縄
県

立
北
部
農
林
高

等
学
校
、
10
月

7
日
に
沖
縄
県
立

南
部
農
林
高
等

学
校
に
お
い
て
、

農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
伊
盛
牧
場
の
伊
盛

米
俊
氏
か
ら
、
石
垣
島
で
の
酪
農
経
営
、
自

社
牛
乳
や
地
元
農
産
物
を
活
か
し
た
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
加
工
・
製
造
・
販
売
へ
の
取
組
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
酪
農
経
営
を
目
指
す
取
組

や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に
か
け
る
想
い
に
、
生
徒
達
か

ら
は
、「
牛
1
頭
か
ら
始
め
た
農
業
が
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
発
展
す
る
こ
と
が
す
ご

い
」、「
苦
労
の
連
続
だ
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
続

け
る
こ
と
に
よ
り
自
分
の
農
業
が
で
き
る
と
思

う
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11

月
8
日
に
沖
縄
県

立
宮
古
総
合
実

業
高
等
学
校
に
お

い
て
、
農
業
者
の

佐
藤
千
晴
氏
か 講演会の様子（南部農林高等学校）

伊盛米俊氏

佐藤千晴氏

ら
、
農
業
高
校
及
び
東
京
農
業
大
学
在
学
中

に
お
け
る
自
ら
の
様
々
な
経
験
や
実
績
、
女
性

な
ら
で
は
の
感
性
を
活
か
し
た
イ
チ
ゴ
観
光
農

園
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
達
か
ら

は
、「
農
業
に
対
し

て
の
熱
意
や
楽
し

み
方
が
伝
わ
っ

た
」、「
農
業
＝
男

子
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
り
、
農

業
女
子
は
か
っ
こ

い
い
と
思
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
農
林

高
等
学
校
な
ど
で

は
、ス
イ
ー
ト
フ
ー

ズ
久
米
島
株
式
会

社
の
比
屋
根
和
弘

氏
、
株
式
会
社
み

や
ぎ
農
園
の
小
田

哲
也
氏
、
遠
藤
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
遠

藤
健
次
氏
に
、
自
ら
が
歩
ん
で
き
た
農
業
の

取
組
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
部
で
は
、
今
後
も
青
年
層
の
新
規
就
農
・

就
業
を
促
進
す
る
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
農
林
水
産
部
経
営
課
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6
次
産
業
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

農
業
女
子
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

遠藤健次氏 小田哲也氏 比屋根和弘氏
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